
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

『一子相伝極秘巻』考

川平, 敏文
日本学術振興会特別研究員

https://doi.org/10.15017/10349

出版情報：文獻探究. 38, pp.94-103, 2000-03-31. 文献探究の会
バージョン：
権利関係：



『
一
子
相

伝
極

秘
巻

』
考

川
平

敏
文

は
じ
め
に

九
州
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
宝
永

・
正
徳
期
か
ら
弘
化

・
嘉
永
期
に
ま
で

に
刊
行
さ
れ
た
、
半
紙
本
三
冊
か
ら
五

冊
も
の
の
教
訓
・奇
談
本
類
二
二
七
部
、

七
五
六
冊
を
蒐
集
し
た

「読
本

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
が
あ
る
。
同
図
書
館
は
、
平

成

一
一
年

三
月
ま
で
本
学
で
教
鞭
を
執

ら
れ
て
い
た
中
野
三
敏
教
授
の
監
修

の

も
と
、
同
年
七
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
そ
の
概
要
を
公
開
し
て
い
る

が

(耳
9

H＼
＼
電
葦
・
=
げ
・ξ
∈
。。
ず〒
F
m
p
甘
)
、
そ
こ
で
は
、
こ
の
コ
レ
ク
シ

ョ

ン
に
収
ま
る
全

て
の
作
品
が
成
立
年
代
順
に
配
列
さ
れ
、
題
簸

・
序
践

・
奥
附

な
ど
書
誌
的
に
重
要
な
部
分
が
画
像
デ

ー
タ
と
し
て
通
覧
で
き
る
ほ
か
、
特
に

選
ば
れ
た
八
作
品
に

つ
い
て
は
、
全
部
分
の
画
像
デ
ー
タ
と
そ
れ
ぞ
れ

の
書
誌

解
題
が
参
照
で
き
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
も
い
る
。

と

こ
ろ
で
、
私
は

そ
の
八
作
品

の
う

ち
、
大
進
庵
行
願

の

『花
間
笑
語
』
(宝

暦
三
年
刊
)
、
半
田
山
人
の

『
一
子
相
伝
極
秘
巻
』
(明
和
七
年
刊
)
の
二
作
品

の
書
誌
解
題
を
担
当

し
た
の
で
あ

つ
た
が
、
全
国
各
地
に
所
蔵
さ
れ
る
諸
本

・

伝
本
に
関
す
る
情
報
な
ど
は
、
む
し
ろ

そ
の
後
の
調
査
に
お

い
て
追
々
充
実
し

て
き
た
事
柄
の
方
が
多

い
。
よ

つ
て
本

稿
は
、
そ
の
改
訂

・
更
新
版

の
つ
も
り

で
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
。
但
し
、
二
作
品

の
う
ち

『
花
間
笑
語
』
に

つ
い
て

は
別
稿
を
用
意
す
る
予
定

で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
先
ず

『
一
子
相
伝
極
秘
巻
』

を
取
り
上
げ
る
事
と
す
る
。

所

蔵

書

型

表

紙

題

簸

構

成
†

書
誌

九
州
大
学
附
属
図
書
館
読
本

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
。

半
紙
本
五
巻

四
冊

(
巻

一
・
二
は
合
綴
)
。

原
表
紙
。
鳥

の
子
色
地
に
魚
貝
尽
し
。
縦
二
二

・
八
糎
、
横

一
六

・

O
糎
。

原
題
簸
。
浅
黄
色

・
双
枠

・
左
肩
。
「概
解
極
秘
巻

一
(三
～
五
)」
。

巻
二
は
後
人
に
よ
り
巻

一
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
た
め
、
表
紙

・
題
簸

欠
。
巻

一

巻

二

巻
三

巻
四
巻
五

十

八

丁

(
序

一
丁

、
自

序

二

丁

、
目

録

二

丁

、
本

文

十

三

丁

)
。

十
五
丁

(目
録
二
丁
、
本
文
十
三
丁
)
。

十
三
丁

(目
録

一
丁
、
本
文
十

二
丁
)
。

十
三
丁

(目
録

一
丁
、
本
文
十

二
丁
)
。

十
三
丁

(目
録

一
丁
、
本
文
十

二
丁
)
。
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序

文

目
録
題

内

題

尾

題

奥

書

践

文

刊

記

匡

郭

板

心

1

「
極
秘
巻
序
」
。
末
尾
に

「
明
和
七
年
庚
寅
正
月

合
浦
板
部
羅
甫

撰
」
。

2

「
極
秘
巻
自
序
」
。
末
尾
に

「
明
和
七
年
寅
正
月
/
奥
州
半
田
山
人

馳
腐
書
於
東
都
纏
奥
篭

印

(
半
田
/
山
人
)
印

(馳
麿
/
之
印
)」
。

「
一
子
相
傳
極
秘
巻
第

一

(
～
第
五
)
」
。

「
一
子
相
傳
極
秘
巻
第

一
(
～
第
五
)

奥
州
半
田
山
人
著
」
。
署
名

は
巻

一
の
み
。

「極
秘
巻

一

(
～
四
)
」
。
巻

五
の
み

「
極
秘
巻
下
終
」
。

「
此

一
軸
者
…
…
」。
末
尾
に

「
明
和
七
年
寅

正
月
」
。

な
し
。

「
江
戸
書
林

大
傳
馬
町
二
丁
目

大
和
田
安

兵
衛
/
須
原
屋
伊
八
」。

四
周
単
辺
。
縦

一
七

・
五
糎

(
内
矩
)
。

「
極
秘
巻

一

(～
五
)

(
丁
数
)」
。

丁

付

巻

一

巻

二

巻

三

巻
四

巻
五

句
読
点

な
し
。

挿

絵

巻

一

巻
二

巻
三

巻
四

一
～

三

、

一
～

十

五

。

一
～

十

五

。

一
～

十

三

。

一
～

十

三

。

一
～

十

三

。

見

開

二
面

(
四

ウ

五

オ

、

十

一
ウ

十

二

オ

)
。

見

開

二
面

(
五

ウ

⊥パ
オ

、

十

一
ウ

十

二

オ

)
。

見

開

二

面

(
四

ウ

五

オ

、

十

ウ

十

一
オ

)
。

見

開

二

面

(
四

ウ

五

オ

、

十

ウ

十

一
オ

)
。

画

者

蔵
書
印

備

考

巻
五

見
開

二
面

(
四
ウ
五
オ
、
十
ウ
十

一
オ
)
。

北
尾
重
政
。

特
に
な
し
。

改
題

・
修
訂
本
に

『
一
心
相
伝
極
秘
巻
』
『
人
間
万
事
教
訓
書
』
『
笑

戯
自
知
録
』
あ
り
。
「
諸
本
」

の
項
に
詳
述
。

†
著

者

著
者

の
半
田
山
人
に

つ
い
て
は
、
そ
の
伝
を
詳
か
に
し
な

い
。
友
人
と
い
う

板
部
羅
甫
な
る
人
の
序
文
に

「
吾
友
阿
部
馳
緒
唐
賭
」
と
あ
り
、
ま
た
自
序
の

末
に

「
奥
州
半
田
山
人
馳
腐
書
於
東
都
蓋
奥
奄
」
と
あ
る
の
に
拠
れ
ば
、
姓
は

阿
部
、
奥
州
の
人
で
、
江
戸
に
藍
奥
篭
な
る
庵
室
を
結
ん
で
い
た
事
に
な
る
が
、

何
処
ま
で
信
用
し
て
良

い
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
板
部
羅
甫
に

つ
い
て
も
同
じ
。

『
国
書
総
目
録
』
に
拠
れ
ば
、
半
田
山
人
に
は
本
書

の
外
に
幾

つ
か
の
著
作
の

名
が
見
え
る
が
、
後
述

の
如
く
何
れ
も
本
書
の
改
題
本

で
あ
る
。

†

諸

本

-

三

つ
の
改
題

・
修
訂
本

『
一
子
相
伝
極
秘
巻
』
に
は
、
そ
の
改
題

・
修
訂
本
に

『
一
心
相
伝
極
秘
巻
』

『
人
間
万
事
教
訓
書
』
『
笑
戯
自
知
録
』
の
三
種
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
諸
本
は

合
計
四
種

の
系
統
に
分
類
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
読
本

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
に
は
そ
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の
う
ち
三
系
統
が
揃

つ
て
い
る
事
を
以
て
珍
と
す
る
。

筆
者
が
こ
れ
ま

で
に
実
見
す
る
事
の

で
き
た
諸
本
は
、

下
の
九
点
で
あ
る
。

「
一
子
相
伝
極
秘
巻
」

「
一
心
相
伝
極
秘
巻
」

同

「
人
間
万
事
教
訓
書
」

「
笑
戯
自
知
録
」

同同同同

改
題
本
を
含
め
て
以

読
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本

五
巻
四
冊

読
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本

五
巻

一
冊

国
会
図
書
館
本

五
巻
二
冊

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
本

五
巻
二
冊

読
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本

二
巻

一
冊
存

東
京
大
学
総
合
図
書
館
本

五
巻
二
冊

都
立
中
央
図
書
館
東
京
誌
料
本

五
巻
二
冊

都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
本

五
巻
二
冊

国
会
図
書
館
本

五
巻
二
冊

以
下
に
諸
本
を
概
説
し
て
ゆ
く
。

先
ず

『
割
印
帳
』
の
記
載
は
、
明
和
六
年
十

一
月
十
八
日
不
時

の
項
に

「
明

和
七
年
寅
正
月
/
極
秘
巻

全
五
冊

作
者
/
奥
州
半
田
山
人
著

板
元
売
出

し

大

和
田
安
兵
衛
」
と
あ
る
の
で
、

1
の
読
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
は
初
板
と

考
え
て
良
か
ろ
う
。
ま
た

『
国
書
総
目

録
』
を
閲
す
る
に
、
以
下
に
紹
介
す
る

改
題
本
の
名
は
見
え
て
も
、

こ
の

「
一
子
相
伝
極
秘
巻
」
で
立
項
さ
れ
た
も
の

は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
大

変
珍
し
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

改
題
本
に

『
一
心
相
伝
極
秘
巻
』
が

あ
る
。
諸
本
中
、
2
と
3
が
そ
れ
で
あ

る
。
板
木
は
初
板
と
同
じ
物
を
使
用
す

る
が
、
題
簸

・
目
録
題

・
内
題
が
元
の

「
一
子
相
伝
極
秘
巻
」
か
ら
、
「
子
」
文
字

の
み
が
埋
木
に
さ
れ
て

「
一
心
相
伝

極
秘
巻
」

へ
と
替
え
ら
れ
た
ほ
か
(本

稿
末
図
版
1
参
照
)、
序
文
や
本
文
に
も

八
箇
所
ほ
ど
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
左
表
が
そ
の
本
文
修
訂
箇
所

一
覧
で
あ

る
が
、
特
に
修
訂

の
ポ
イ
ン
ト
と
な

つ
た
と
思
わ
れ
る
語
句
は
ゴ
チ
ッ
ク
で
示

し
て
み
た
。
な
お

こ
の
表
中
で
は
、
見
易
さ
を
考
慮
し
て
、
原
文
の
ル
ビ
は
省

略
し
て
い
る
。

abC

『
一
子
』
(
初
板
本
)

有
が
た
く
も
恭
も
、
神
祖
天

下
を
し
ろ
し
召
、
(序
、
2
丁

オ
)

真
言
秘
密
、
浄
土

の
五
重
、

法
華
の
密
語
、
禅

の
拮
花
、

和
歌
の
三
鳥
、
(序
、
3
丁
オ
)

御
内
意
演
説
、
秘
事
奥
義
、

奥
方
迄
が
あ
し
引
の
、
山
吹

色
は
御
好
物
、
黄

い
う
な
花

の
真
盛
り
、
皆
太
平
の
御
仁

徳
、
奢
り
が
過
て
の
秘
事
さ

が
し
、
(序
、
3
丁
オ
)

『
一
心
』
(修
訂
本
)

有
が
た
く
も
添
も
、
仁
徳
の

御
恵
と
て
、

真
言
秘
密
、
禅

の
捻
花
、
み

な
是
心
を
種
と
す
る
、
和
歌

の
三
鳥
、

御
内
く

と
は
、
秘
事
奥
義
、

蓮
も
角

て
も
足
引
の
、
山
吹

色
は
嫌
な
き
、
黄
い
う
な
花

の
真
盛
り
、
皆
太
平

の
御
仁

徳
、
あ
ま

へ
過
て
の
秘
事
さ

が
し
、

一96一



def

当
世
を
見
よ
、
世
上
に
鬼

の

有
事

一
百

三
十
六
地
獄

の
鬼

よ
り
も
多

し
。
仮
令
ば
国

郡

の
君
た
る
人
も
、
無
慈
悲

に

し
て
民
の
飢
・を
す
く
わ

ず
、
賦
税
ば
か
り
を
き
び

し

く
し
、
己
は
奢
修
を
き
わ

め

て
楽
し
む
は
、
民
を
食
ふ
鬼

な
り
。
夫
よ
り
下
の
吏
も

、

主
の
威
を
か
り
賄
賂
を
貧

り

民
を
苦
し
む
る
は
、
(巻

一
、

7
丁
ウ
)

秘
す

べ
し
く

。
雷
神
よ

り

智

め

ら

る

ゝ
事

有

。

(
巻

一
、

14

丁

オ

)

国
家
混
乱
せ
ざ
れ
ば
、
ど
ふ

で
忠

臣
は
あ
ら
わ
れ
ず
、

掬

は
算
盤

の
玉
に
目
の
玉
を

た

し
て
働
ら
か
せ
て
も
高
が

勘

略
奉
行
、
砂
糖
箱

の
進
物

も

役
替

の
甘
味
が

つ
い
た
ば

か

り
。
海
内
に
名
は
う
ら
れ
ず
。

(巻
三
、
2
丁
オ
)

浮
世
を
見
よ
、
世
上
に
鬼
の

有
事

一
百
三
十
六
地
獄

の
鬼

よ
り
も
多

し
。
た
と

へ
ば
家

を
治
め
る
に
も
国
を
お
さ
む

る
に
も
、
人

の
苦
労
を
帰
り

見
ず
、
手
前
勝
手
の
慾
を
は

り
、
我
ば
か
り
花
異
を

こ
の

み
楽
し
む
は
、
人
を
喰
ふ
鬼

と

い
ふ

べ
し
。
夫
を
見
な
ら

ひ
、
主
の
威
を
か
り
財
宝
を

貧
り
人
を
苦
し
む
る
は
、

(削
除
)

た
と

へ
善
を
な
す
と
も
並
や

大
体

の
善
に
て
は
名
は
あ
が

ら
ず
、
別
に
替

つ
た
事

の
仕

や
う
も
な
け
れ
ば
、
中

く

海
内
に
名
は
う
ら
れ
ず
。
是

と
い
ふ
も
太

平
の
お
か
げ
。

9h

神
祖
の
神
徳
に
よ
り
、
海
の

は

て
、
山

の
は
ざ
ま
ま

で
五

倫

の
道
行
れ
、
(巻
四
、
8
丁

オ
)

此

一
軸
者
、

一
子
相
伝
之
。

錐
為
秘
巻
、
貴
殿
多
年
之
因

御
執

心
、
神
文
之
上
、
不
残

令
相
伝
畢
。
他
人
者
努
々
御

洩
不
可
有
者
也
。
穴
賢
々
々
。

明
和
七
年
寅
正
月

(奥
書
)

有
が
た
き
御
代
に
生
れ
、
海

の
は
て
山

の
は
ざ
ま
ま
で

五
倫

の
道
行
れ
、

(前
文
削
除
)

明
和
七
年
寅
正
月

こ
れ
ら
の
修
訂
箇
所
を

一
つ
ず

つ
大
ま
か
に
点
検
し
て
お

こ
う
。

ま
ず

a
で
は
、
「
神
祖
」
な
る
、
東
照
大
権
現
徳
川
家
康
を
具
体
的
に
指
し
示

す
と
思
わ
れ
る
言
葉
が
避
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は

9
の

「神
祖
」
が
改
め
ら
れ
た

事
と
同
様
の
処
置
で
あ
る
。

b
で
は
、
「
浄
土

の
五
重
、
法
華
の
密
語
」
と
い
う
言
葉
が
避
け
ら
れ
た
。
こ

の
修
訂

の
意
味
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
何
か
揮
り
が
あ

つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

c
で
は
、
ま
ず

「
奥
方
」
と
い
う
言
葉
が
避
け
ら
れ
、
太
平
の
御
代
に

「
奢

り
が
過
て
の
秘
事
さ
が
し
」
と
あ

つ
た
の
が
、
「
あ
ま

へ
過
て
の
秘
事
さ
が
し
」

と
改
め
ら
れ
た
。
「
奢
り
」
と
い
う
言
葉

の
持

つ
批
判
的
響
き
に
ひ

つ
か
か

つ
た

の
で
あ
ろ
う
。

d
で
は
、
ま
ず

「当
世
」
と

い
う
言
葉
が

「
浮
世
」

へ
と
改
め
ら
れ
た
。
次
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に

「
仮
令
ば
国
郡

の
君
た
る
人
も
」
云
々
と

い
う
、
地
方
領
主
階
級
を
例
に
と

つ
て
や
や
具
体
的
に
批
判
し
た
部
分
が
、
「
た
と

へ
ば
家
を
治
め
る
に
も
国
を
お

さ
む
る
に
も
」

云
々
と
い
う

一
般
的
な
斉
家

・
治
国
論

へ
と
和
ら
げ
ら
れ
た
。

e
で
は
、
「
秘
す

べ
し
く

」
云
々
と

い
う
言
葉
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
れ
は
h

に
お

い
て
、
「
神
文
之
上
、
不
残
令
相

伝
畢
」
「
努
々
御
洩
不
可
有
者
也
」
等
と

い
う
、

い
か
に
も
秘
伝
書

の
奥
書
め
か

し
た
文
章
が
削
除
さ
れ
た
事
と
同
様
の

処
置

で
あ
る
。

f
は
、
天
下
に
名
を
轟
か
せ
よ
う
と
思

つ
て
も
、
「
国
家
混
乱
せ
ざ
れ
ば
、
ど

ふ

で
忠
臣
は
あ
ら
わ
れ
ず
」
云
々
と
あ

つ
た
も
の
が
、「
た
と

へ
善
を
な
す
と
も
、

並
や
大
体
の
善
に

て
は
名
は
あ
が
ら
ず
」
と
、
や
や
過
激
な
表
現
が
和
ら
げ
ら

れ
、
さ
ら
に

「
是
と

い
ふ
も
太
平
の
お
か
げ
」
と
、
太
平
賛
歌
の
言
葉
が
付
け

加
え
ら
れ
た

(本
稿
末
図
版
2
参
照
)
。
以
上
が
修
訂
の
概
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
改
題
本
と

い
う
の
は
多

く
の
場
合
、
初
板
本
の
本
屋
と
は
別

の

本
屋
が
、
そ
の
板
木
を
購
求
し
て
再
発
行
す
る
場
合
に
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
改
題
本

の
刊
記
を
見
る
と
、
そ

こ
に
は
初
板
と
同
じ
大
和
田
安
兵
衛
と

須
原
屋
伊
八
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
巻
末
に
は
、
「東
都
書
林
瑞
玉

堂
蔵
板
目
録

大
傳
馬
町
二
丁
目
/
大

和
田
安
兵
衛
」

の
蔵
板
目
録

一
丁
が
附

さ
れ
て
も
い
る
の
で
、

こ
の
改
題
本
は

、
開
板
に
携
わ

つ
た
大
和
田
ら
が
自
ら

改
題
し
再
刊
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。
な
ら
ば
何
故
わ
ざ
わ
ざ
改
題
す
る
必

要
が
あ

つ
た
の
か
と
い
う
事
に
な
る
が

、
上
述

の
如
く
、
士
分
階
級
を
椰
楡
し

た
も
の
と
聞
こ
え
ぬ
事
も
な

い
部
分
が

訂
正
さ
れ
て
い
る
事
、
ま
た
巻
末
の
如

何
に
も
秘
伝
書

の
奥
書
め
か
し
た
文
章

が
削
ら
れ
て
い
る
事
な
ど
を
併
せ
考
え

る
に
、
秘
事
モ
ノ
の
流
行
に
乗
じ
て
や

や
悪
ふ
ざ
け
が
過
き
た
事
を
反
省
し
て

の
、
自
主
的
な
改
題

・
修
訂
で
あ

つ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
「
一
子
相

伝
」
と

「
一
心
相
伝
」
と
の
間
に
如
何
ほ
ど
の
差
が
あ
る
の
か
、
今

一
つ
分
か

ら
な
い
が
、
も
し
こ
の
改
題
本
が
天
明
末

・
寛
政
頃
に
出
さ
れ
た
も

の
で
あ

つ

た
と
す
る
な
ら
ば
、

い
わ
ゆ
る
寛
政

の
改
革
前
後
の
学
問
文
芸
に
お
け
る
綱
紀

粛
正

・
道
徳
奨
励
と
い
っ
た
動
き
、
或
い
は
そ
の
実
質
的
な
効
果
の

一
つ
と
も

言
え
る
心
学
の
大
流
行
な
ど
の
現
象
に
敏
感
に
対
応
し
た
も
の
か
も
し
れ
な

い
。

次
に
、
こ
の
改
題
本
を
更
に
改
題
修
訂
し
た
も

の
と
し
て
、
『
人
間
万
事
教
訓

書
』
が
あ
る
。
4
の
筑
波
大
学
本
が
そ
れ
で
あ
る

(本
稿
末
図
版
1
参
照
)
。
『
国

書
総
目
録
』
に
拠
れ
ば
、
こ
れ
は
筑
波
大
学
本

一
点
し
か
確
認
さ
れ
な

い
。
こ

の
本
は
、
先
ず
題
簸
を

「
人
間
万
事
教
訓
書
絵
入

上

(下
)」
と
改
め
て
五
巻

を
上
下
二
冊
に
仕
立
て
直
し
、
見
返
し

・
序
文

・
目
録
を

一
新
し
、
か

つ
本
文

に
若
干
の
手
を
入
れ
た
も
の
。
以
下
に
改
変
箇
所
を
順
に
見
て
ゆ
く
。

先
ず
見
返
し
。
そ
こ
に
は
表
題
の
ほ
か
、
「
原
勤
堂
開
離
」
の
文
字
、
ま
た
左

記
の
ご
と
き
広
告
文
が
見
え
る
。

此
書
は
古
今
未
曾
有
の
を
か
し
き
教

訓

の
書
に
し
て
、
先
生
友
人
に
草
稿

を
見
せ
し
に
、

大

に

一
笑
し
て

胴

を
は
つ
せ
し
と
云
故
に
、
本
文
を
封

じ
て
あ
ら
は
さ
ず
。
先
読
ん
と
思
は

ゞ
、

頬

を
硬
ふ
し
て

而

后

開
く

べ
し
と
い
ふ
。

次

に
序
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ま

で
付
さ
れ
て
い
た
板
部
羅
甫
と
半
田
山
人
の
序
が

取
り
去
ら
れ
、
「
人
間
万
事
教
訓
書
序
」
と
題
す
る
、
次

の
よ
う
な
序

一
丁
が
取

り
付
け
ら
れ
た
。

教

訓

と
は
何
ぞ
や
。
教
と
は
人
を
教
ゆ
る
所
以
の
法
也
な
ぞ
と
、
朱
子
学

を
し

へ
に
異
に
し
て
、
老
荘

・
浮
屠
家
の
方
便
に
蜂
蜜
を
く
は

へ
、
児
婦
の
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読
に
倦
ざ
ら
ん
こ
と
を
第

一
に
製

し
上
た
る
作
な
れ
ば
、

一
た
び
閲
す
る

徒

は
禅
祖
の
如
き
九
歳
面
壁
の

行

、
不
修
行
し
て
早
悟
す
。
孔
方

一
文

な
き
貧
者
も
、

忽

大
福

長

者

と
成

。
彼
放
下
師

の
門
に
も
不
入
し
て

奇
術
を

著

す
こ
と
、
此
書
に
よ

ら
ず
し
て
何
ぞ
乎
。

維
時
文
化
十
四
丁
丑
仲
秋

奥

羽
陳
人
述

印

(陳
人
/
之
印
)

こ
れ
に
よ

つ
て
、
こ
の
改
修
が
文
化
十

四
年
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が

確
認
さ
れ
る
。

続
い
て
目
録
。
そ
れ
ま
で
は
各
巻
巻
頭
に

一
丁
程
度

の
目
録
が
付
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
の
筑
波
大
学
本
に
は
そ
れ
が
無
く
、
惣
目
録
と
い
う
形
で
三
丁
に
纏

め

て
記
さ
れ
て
い
る

(
目
録
題

「
人
間

万
事
教
訓
書
」
)
。
と

こ
ろ
が
後
述
す
る

よ
う
に
、
本
書
を
更
に
改
題
し
た

『
笑
戯
自
知
録
』
で
は
、

こ
の
各
巻
目
録
が

謂
わ
ば
復
活
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は

「鳳
輔
教
訓
書
」

の
目
録
題
が
見
え
る
か

ら
、
当
初
は
従
来
ど
お
り
各
巻
目
録
を
付
し
た
形
で
再
刊
し
よ
う
と
し
た
跡
が

窺
え

る
。
で
は
何
故
に
こ
の
各
巻
目
録

を
省

い
て
新
た
に
惣
目
録
を
作
り
直
し

た
の
か
。
そ
の
手
掛
か
り
は
、
作
り
直

さ
れ
た
目
録
の
中
身
に
あ
ろ
う
。
例
え

ば
第

一
巻
所
載
の
も

の
で
言
え
ば
、
「
堂
塔

・
伽
藍
を
手
を
着
ず
し
て

車

の
ご

と
く
廻
す
妙

術
」
は
、
新
し
い
目
録

で
は

「
家
蔵
を
手
を
付
ず
し
て
車

の
ご

と
く
廻
す
教
」
に
な
り
、
ま
た

「金
銀

何
程
も

望

の
通

財

主

に
な
る
極
秘
伝
」

は
、
「
金
銀
を

望

の
ご
と
く
た
め
る
を

し

へ
」
に
な
る
と
い

つ
た
具
合
に
、
文

章
が
や
や
分
か
り
易
く
な
り
、
ま
た

「
妙
術
」
「
秘
伝
」
と
い

つ
た
文
末
の
語
が

全

て

「
教

(を
し

へ
)
」
と
い
う
言
葉

に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

『
一
心
』

に
お
い
て
秘
伝
書

め
か
し
た
言
葉
が
削

ら
れ
た
事
と
相
通
ず
る
態
度
で
あ

つ
て
、

本
書
が
「教
訓
書
」
で
あ
る
と
い
う
事
を
特
に
強
調
し
た
か

つ
た
為
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
本
文
。
こ
こ
で
は
、
各
巻

の
内
題
が

「
鳳
輔
教
訓
書
」
に
、
同
じ
く

尾
題
が

「
教
訓
書
」
に
彫
り
改
め
ら
れ
た
以
外
は
、
柱
題
も
丁
附
も
そ
の
ま
ま

に
残
さ
れ

て
い
て
、
目
立

つ
た
修
訂
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
唯

一
確
認
す
る

事
が
で
き
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
巻
五
の
最
後
に
置
か
れ
て
い
た
「
天
下
第

一
肝
心

肝
要

の
大
道
を
神
文
な
し
に
伝
授
の
法
」
な
る
秘
伝
、
約

一
丁
分
が
す

つ
か
り

削
ら
れ
て
、
「
教
訓
書
大
尾
」
と
い
う
尾
題
が
埋
木
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ

の
条

の
内
容
は
、
神
儒
仏

の
教
え
の
本
源
は
全

て

「
孝
」
に
あ
る
の
だ
か
ら
、

た
と
え
田
夫

・
野
人
で
あ

つ
て
も
、
孝

行
な
る
人
は
博
学
多
才
の
人
に
も
ま
し

て
貴

い
と

い
う
事
を
知
る
べ
し
、
と

い
う
も
の
で
、
特
に
揮
り
が
あ
る
よ
う
な

語
句
も
見
当
た
ら
な

い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
何
故
か
削
除
さ
れ

て
い
る
。
理

由
は
分
か
ら
な

い
。

最
後
に
奥
附
。
「
東
都

川
村
伊
助
製
」
の
虫
歯
薬

「
歯
痛
散
」
の
広
告
が
そ

の
大
半
を
占
め
て
い
る
が
、
左
端
に
、
「
売
弘
所

江
戸
横

山
町
二
丁
目
/
文
化

十

四
丁
丑
仲
秋
発
販

川
村
儀
右
衛
門
板
」
と
あ
る
。
川
村
儀
右
衛
門
は
化
政

期
に
活
動
し
た
本
屋
で

(
矢
島
玄
亮

『
徳
川
時
代
出
版
者
出
版
物
集
覧
』
)、
見

返
し
に
い
う

「
原
勤
堂
」
も
恐
ら
く
こ
の
川
村
で
あ
ろ
う
。

『
人
間
万
事
教
訓
書
』
に
関
し
て
は

以
上
で
あ
る
。
因

み
に
こ
の
筑
波
大
学

蔵
本
は
、
印
記
に
拠
れ
ば
、
尾
張

の
貸
本
屋
大
野
屋
惣
八
の
蔵
本
、
所
謂

「大

惣
本
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
は
、
下
冊
見
返
し
に

「
半
田

陳
人
/

一
夕
語

全
七
冊
」
「
愚
佛
山
人
/

太
平
楽
」
と
墨
書
さ
れ

て
い
る
事
で
、

も
し
か
し
た
ら
半
田
陳
人
に
は

「
一
夕
語
」
な
る
別
の
七
冊
本

の
著
作
が
あ

つ

た

の
か
も
知
れ
な

い
。
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さ
て
、
次
に

こ
の

『
人
間
万
事
教
訓
書
』
を
更
に
改
題
刊
行

し
た
も
の
が

『
笑

戯
自
知
録
』
で
、
諸
本
中
5
か
ら
9
ま

で
全

て
こ
れ
で
あ
る

(本
稿
末
図
版
1

参
照
)
。
題
簸
を

「

笑
戯
自
知
録

上

(
下
)」
と
し
、
見
返
し
を
刷
新
し

た
ほ
か
、
序
文
を
新
た
に
加
え
、
内
題
な
ど
を
彫
り
替
え
て
体
裁
を
整
え
た
も

の
。
筆
者
が
調
査
し
た
諸
本
の
中
で
は
、

こ
の

『
笑
戯
自
知
録
』
が
最
も
多
く

見
か
け
ら
れ
た
が
、
度
重
な
る
改
題
の
せ

い
も
あ

っ
て
、
以
下
に
示
す
如
く
こ

の
本

の
造
り
は
か
な
り
粗
雑

で
あ
る
。

先
ず
見
返
し
。
こ
れ
は

「諸
葛
孔
明
秘
伝
/

笑
戯
自
知
録
/
」
と
改
め

ら
れ
た
。
こ
の
見
返
し
に
書
騨
名
を
刻
す
る
も
の
と
そ
う

で
な

い
も
の
が
あ
る

が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
奥
附

の
所
で
述

べ
る
。

次
に
序
。

こ
こ
で
は
先
の
奥
羽
陳
人

の
序
に
加
え
て
、
新
た
に
竹
窓
軒
虎
丸

な
る
人
物
の
序
文

一
丁
が
付
せ
ら
れ
た

(但
し
、
5
の
読
本

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
本

に
は
奥
羽
陳
人
序
が
欠
落
)
。

教

外

劉

仁
ム

教

外

窃

仁
仏

せ

う

け

じ

ち

ろ

く

笑
戯
自
知
録

し
よ
か
つ
り
や
う
さ
き

ご

く

ひ

い
ち
く
わ
ん

あ
ち
わ

す
な
は
ち
い

つ
て
ん

か

ば
ん
み
ん

を
し

と
こ
ろ

諸
葛

亮
饗
に
極
秘
の

一
巻
を

著

す
。
則

一
天
下
の
万
民
に
教
ゆ
る

所

ひ

で

ん

く
わ
う
せ
き
こ
う

ち
や
う
し
ば
う

あ
た

と
こ
ろ

さ
ん
り
や
く

な
ほ
た
ふ
と

の
秘
伝
に
し
て
、
黄

石
公
が
張
子
房
に
与
ふ
る
所

の

三
略

よ
り
も
猶

尊

こ
の

ひ

し

よ
い
つ
れ

と
き

ほ
ん
て
う

わ
た

お
う
し
う
は

ん

だ
ち
ん
じ
ん
ゆ
ゑ
あ
り

ひ

ざ
う

し
。
此
秘
書

何

の
時

に
か
本
朝
に
渡
り
て
、
奥
州
半
田
陳
人
故
有
て
秘
蔵

こ

れ

あ

べ
の

せ
い
め
い

き

ん

う
ぎ
よ
く
と
し
ふ

い
し

は
こ

い
れ

ひ

ざ

う

ひ
と

し
か

す
。
是
安
部
清
明
が
金
烏
玉
兎
集
を
石
の
筥
に
納
て
秘
蔵
す
る
に
等
し
。然

ち
ん

じ

ん

よ

じ

こ
、
ろ
ざ
し
は
つ

あ
り

ひ
そ
か

か
の
し
よ

く
ち

る
に
陳
人
世
を
辞
す
る

志

発

す
る
こ
と
有

て
潜

に
彼
書

の
朽
ぬ
る
を

を
し

し

よ

し
な
に
が
し

あ
た

へ

ば
ん
み
ん

し
め

お
も

よ
り

惜

む
ま

ゝ
に
、
書
騨

某

に

与

て
万
民
に
示
さ
ん
こ
と
を
想
ふ
。
因
て

し

よ

し
な
に
が
し

し
よ

み

よ
く
じ

ち

ろ

く

い

き
や
う
げ

書
騨
何
某
、
か
の
書
を
閲
る
に
、
能
自
知
録
の
意
に
か
な

へ
り
と
て
、
教
外

べ
つ
で
ん

だ

い

あ
ま
ね
く

よ

お
こ
な

ほ
つ

し
か

い
ふ

別
伝
と
題
し
て
、

普

世
に

行

は
ん
と
欲
す
と
而

云
。竹

窓
軒
虎
丸
誌

『
自
知
録
』
は
、
中
国
明
末

の
禅
僧
雲
棲
株
宏
の
作
成
し
た
功
過
格
の

一
種
で

あ
る
。
功
過
格
と
は
、

一
日
の
自
分

の
行
動
を
善
行

(
功
)
と
悪
行

(
過
)
と

に
分
け
、
そ
れ
ら
を
そ
の
程
度
に
従

つ
て
点
数
化
し
、
以
て
自
省
す
る
た
め
の

書
で
、
『
自
知
録
』
の
場
合
は
和
刻
本
と
し
て
万
治
三
年
、
元
禄
十
四
年
の
各
板

が
あ
る
が
、
特
に
安
永
五
年

の
仮
名
本

『
和
字
功
過
自
知
録
』
の
刊
行
以
後
、

一
頻
り
流
行
し
た
も
の
の
如
く
で
、
そ
の
影
響
は
寛
政
七
年
刊
、
唐
来
参
和
作

の

『
善
悪
邪
正
大
勘
定
』
他
、
黄
表
紙

の
善
悪
モ
ノ
に
も
見
受
け
ら
れ
る
と
い

う
。
「
笑
戯
自
知
録
」
の
書
名
は
、
明
ら
か
に
こ
の
流
行
を
か
す
め
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

続

い
て
目
録
。
先
ず
惣
目
録
の
題
は

「

笑
戯
自
知
録
」
と
改
め
ら
れ
た
。

し
か
し
上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
先
に
敢
え
て
外
さ
れ
た
は
ず
の
「

教

訓
書
」
と
題
さ
れ
た
各
巻
目
録
が

「
復
活
」
し
て
い
る
か
ら
、
各
巻
巻
頭
に
以

前
の
書
名
が
残
る
と
い
う
不
体
裁
を
生
じ
て
し
ま

つ
て
い
る
。
こ
れ
は
や
や
杜

撰
な
編
集
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま

い
。

次
に
本
文
。
各
巻
内
題
が

「

笑
戯
自
知
録
」
に
修
訂
さ
れ
た
他
は
、
新

た
な
手
が
加
え
ら
れ
た
様
子
を
窺
え
な

い
。
特
に
各
巻
尾
題
が

『
人
間
万
事
教

訓
書
』
時
代
の

「
教
訓
」
あ
る
い
は

「
教
訓
書
」
の
ま
ま
で
あ
る
の
は
、
こ
れ

も
編
集

の
杜
撰
さ
の
表
れ
と
見
る
事
が
で
き
よ
う
。

最
後
に
、
見
返
し
と
奥
附
か
ら
窺
え
る
、
書
騨
に
関
す
る
情
報
に

つ
い
て
。

こ
れ
ら
は
諸
本
間
に
微
妙
な
相
違
が
あ

つ
て
複
雑
に
な
る
が
、
先
ず
見
返
し
に

つ
い
て
言
え
ば
、
5
の
読
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
は

「諸
葛
孔
明
秘
伝
/

笑

戯
自
知
録
/
玉
巌
堂
発
免
」
と
す
る
が
、
6
の
東
大
本
は

「
玉
巌
堂
発
免
」
の

部
分
が
削
ら
れ
て
空
白
、
7
の
東
京
誌
料
本
は
そ
の
空
白
に

「
玉
巌
書
舗
/
江

教

創
井

別

仁
仏

教

外

別

仁
仏

人

陥聞

τ
刀
古
孚

教

外

細別

仁
ぬ
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戸
横
山
街
第
/

三
坊
和
泉
屋
金
/
右
衛

門
和
漢
書
/
籍
精
造
発
免
記
」

の
朱
印

が
捺
し
て
あ
る
。
8
の
加
賀
文
庫
本
も

7
に
同
じ
。
9
の
国
会
本
は
そ

こ
に
別

の

「
玉
岩
/
書
堂
/
之
印
」
と
い
う
朱

印
が
捺

し
て
あ
る
。
同
様
に
奥
附
は
、

5
の
読
本

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
本
は
巻
二
ま

で
の
端
本

の
た
め
確
認
不
能
、
6

・
7

の
東
大
本

・
東
京
誌
料
本
は
江
戸
の
和
泉
屋
金
右
衛
門
ほ
か
三
都
十
騨
、
8
の

加
賀
文
庫
本
は
奥
附
な
し
、
9
の
国
会

本
も
奥
附
な
し
。
こ
れ
を
簡
単
な
表
に

纏
め
る
と
次

の
通
り

で
あ
る
。

見
返
し

玉
巌
堂
登
免

な
し

朱
印

〔
玉
巌
書
舗

…
〕

朱
印

〔
玉
巌
書
舗

…
〕

朱
印

〔
玉
岩
堂
書

…
)

奥
附
確
認
不
能

和
泉
屋
ほ
か
十
騨

和
泉
屋
ほ
か
十
騨

な
し
な
し

6

・
7

・
8
の
先
後
が
は

っ
き
り
し
な

い
が
、
見
返
し
と
奥
附
の
形
態

、
あ
る

い
は
刷
り

の
状
態
な
ど
を
勘
案
し
て
、
5
を
早
期
、
9
を
晩
期
、
そ
の
間

の
6

・

7

・
8
を
中
期
と
概
ね
推
測
し
て
お
く

。

以
上
、
諸
本
に

つ
い
て
見
て
き
た
。
明
和
七
年
の
刊
行
以
後
、
文
化
十
四
年

以
後
ま
で
三
回
に
亙

つ
て
改
題
・
修
訂

さ
れ

て
読

み
継
が
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

本
書
は
な
か
な
か

の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
だ

つ
た
と
い
う
事
に
な
る
。
そ
し
て
本
書

が
寛
政
の
改
革
あ
た
り
を
挟
ん
で
、
そ
れ
ま
で
の
秘
伝
書

の
パ
ロ
デ

ィ
ー
と
い

う
装
い
か
ら
、
教
訓
書
と
し
て
の
装

い
に
移
行
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
戯

作
史
の
流
れ
を
考
え
る
上

で
面
白
い
事

例
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

†
内

容

ー
滑
稽
秘
伝
集

半
田
山
人
の
自
序
に
か
く
云
う
。
近
年
、
諸
子
百
家
の
秘
書

口
決
が
板
行
に

さ
れ
て
、
手
短
な
金
儲
け

の
種
と
な

つ
て
い
る
。
神
道
者
は

「
神
秘
」
と
名
付

け
て
小
金
を
取

ろ
う
と
す
る
の
で
、
為
に
か
え

っ
て
神
道
衰
微
の
基
と
な
り
、

医
者

の

「
秘
方
」
と
い
う
も
金
目
当

て
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
仁
術
た
る
の
主
意

を
失

つ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
真
言

の

「
秘
密
」
、
浄
土
の

「
五
重
」、
法
華
の

「
密

語
」
、
禅
の

「
拮
花
」
、
和
歌

の
「
三
鳥
」
「白
う
る
り
」
「放
免
の
付
け
物
」
等
々
、

皆
何
か
と
文
字
言
句
に
理
屈
を
付
け
、
無
性
に
金
を
巻
き
上
げ
ん
と
す
る
魂
胆
。

し
か
し
衆
人
み
な
そ
れ
と
気
付
か
ぬ
ま
ま
、
ま
ん
ま
と
騙
さ
れ
て
い
る
様
子
で

あ
る
。

こ
れ
も
太
平

の
世
の
お
陰
、
奢
り
が
過
き

て
の
秘
事
探
し
と
言
え
ば
言

え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
秘
事
好
き

の
人

の
為
に
、
私
が
聴
毛
の
秘
事
と
で
も
言

う

べ
き
よ
う
な
、
い
つ
も
側
に
あ
り
な
が
ら
そ
れ
と
気
付
か
な

い
秘
事
ば
か
り

を
取
り
集
め
、
礼
金
無
し
に
伝
授
す
る
の
で
あ
る
と
。
『
万
宝
全
書
』
や

「
秘
事

口
伝
」
等
と
銘
打

つ
た
諸
芸
全
般
に
亙
る
秘
事
モ
ノ
の
流
行
が
、
こ
の
書
成
立

の
背
景
と
し
て
あ

っ
た
事
が
確
認
さ
れ
る
。

さ
て
目
録
を
見
る
に
、
そ
こ
に
は

「
堂
塔

・
伽
藍
を
手
を
着
ず
し
て
車

の
ご

と
く
廻
す
妙

術
」
、
「
金
銀
何
程
も

望

の
通
財
主
に
な
る
極
秘
伝
」
か
ら
始
ま

つ
て
、
「
寒
中

の
鳥

を
多
く
手
補
に
す
る
妙
術
」
、
「
一
生
水
難
に
あ
わ
ぬ
秘
伝
」

(
以
上
巻

一
)
等
々
、
如
何
に
も
読
者

の
関
心
を
そ
そ
る
よ
う
な
秘
伝
が
、
全

部

で
四
十
九
項
目
立

て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
と
言
え
ば
、
例
え
ば
冒
頭

の

「堂
塔

・
伽
藍
を
…
…
」
と
い
う
秘
伝
は
、
伊
丹
諸
白

へ
南
蛮
酒
を
等
分
に

加
え
て
丁
度
良

い
位
に
温
め
、
首
を
濡
ら
す
程
に
随
分
と
飲
ん
で
、
暫
く
し
て
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松
坂
踊
り
を
三
番
躍

つ
て
、
そ
の
後
座

つ
て
み
よ
。
堂
も
伽
藍
も
山
も
川
も
目

に
見
え
る
物
す

べ
て
が
廻
る
筈
だ
、
と

い
う
も
の
。
コ

生
落
馬
せ
ざ
る
法
」
(巻

五
)
は
、
「落
馬
を
恐
る

》
も
の
は
馬
に

の
ら
ず
し
て
駕
籠
に
の
る

べ
し
。
落
馬

を
せ
ざ
る
事
妙
な
り
」
。

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
秘
伝
と
い
う

の
は
、
殆
ど
が
か
か
る
ナ
ン
セ
ン
ス
で

滑
稽
な
も

の
ば
か
り

で
あ

る
が
、
そ
の

一
方

で
、
日
常
生
活
に
お
け
る
心
の
持

ち
方
に

つ
い
て
の
比
較
的
真
面
目
な
心
法
伝
授
が
織
り
交
ぜ
て
あ
る
所
、
教
訓

本
と
し
て
の
要
素
は
き
ち
ん
と
兼
ね
備

え
て
い
る
事
は
や
は
り
見
落
と
せ
ぬ
で

あ
ろ
う
。
「求
め
ず
し
て
大
安
楽
を
得

る
秘
決
」
(
巻
四
)
に
云
、
今

日
の
よ
う

な
太
平

の
世
で
あ
れ
ば
、
貧
者
と
は

い

つ
て
も
往
古
の
乱
世
に
較

べ
れ
ば
長
者

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
最
近
の
腐
儒

達
が
、
世
が
衰
え
た
と
て
生
涯
不
足
を

懐

い
て
死
ぬ
の
は
誠
に
憐
れ
む
べ
き
で
、
当
世

こ
そ
五
倫
の
道
は
山
海
の
果
て

ま

で
普
く
行
わ
れ

て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
「
只
、
古
し

へ
の
乱
世
に
た
く
ら

べ
今

の
世
に
生
ま
れ
た
る
を

大

成

幸

と

し
て
、
天
恩
国
恩
の
有
が
た
き
事
を
わ
き

ま

へ
、
驕
奢
を

こ
ら

へ
て
心
を
安

じ
、
業
を

楽

ん
で
日
を
お
く
る
、
是
を
大
安

楽
の
秘
伝
と
は

い
ふ
」
と
。
ま
た

「
堪

忍
の
玉
を
掘
出
す
奇
法
妙
伝
」
(巻
五
)

に
云
、
「
一
切
万
事
、
兎
角
堪
忍
す
れ

ば
十
に
九
ヅ
は
皆

治

る
な
り
。
(
中
略
)

其
腹

の
た
つ
と
き
、
先
づ
体
を
す

へ
て
能
座
し
、
我
が

頂

の
上
に
如
意
宝
珠
と

い

へ
る
玉
を
い
た

ゞ
き
た
る
思
ひ
を
な

し
、
他
念
な
く
此
玉
の
落
ざ
る
よ
ふ
に

守
る

ぺ
し
。
其
怒
り
の
止
む
事

甚

妙

也
」
。
と
は

い
え
こ
の
書
の
場
合
、
そ
の

全
体
に
占
め
る
滑
稽
の
度
合

い
は
か
な

り
高

い
も
の
と
す

べ
き
で
、
そ
の
意
味

で
は
や
は
り
、
内
容
的
に
は
後
の
滑
稽

本
と
称
さ
れ
る
も
の
に
よ
く
通
じ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
、
当
時

の
風
俗
を
伝
え
る
幾

つ
か

の
記
事
を
抜
き
書

い
て
お
く
事
に

す
る
。
「
唐

よ
り
渡
り
た
る
千
年
以
上
の
宝

を
容
易
手
に
入
る
秘
伝
」
(巻

一
)

に
、
「近
年
、
古
文
辞
の
学
世
に

行

れ
て
、
書
は
西
漢
以
上
と
張
肱
に
な

る
は

尤

な
れ
ど
、
今

の
書
生
野
郎
頭
で
唐
人
風
を
も
ち

こ
み
、
猪

鶏

を
無
理
喰
に

賞

翫

し
、
鼻

が

つ
か

へ
て
め

い
わ
く
な
が
ら
、

こ
つ
ふ

盃

を
握
り
無
性
に

の
む
を
古
学
者

の
株
と
思

ひ
し
よ
り
、
滅
多
に
唐
物
を
好
み
和
物
を
賎
し
む
。

(中
略
)
依

て
好
事
の
少
年
の
為
に

つ
い

へ
を

省

む
と
畏
に
秘
伝
を
記
す
」
と

し
て
、
そ
の
秘
伝
に
云
、
唐

の
高
祖
鋳
造
の
開
元
通
宝
を
た
だ
の

一
銭

で
よ
い

か
ら
手
に
入
れ
よ
、
貴
重
な
古
銭

で
あ
る
、
こ
れ
に
優
る
宝
は
な
い
と
。
征
裸

末
流
の
度

の
過
き
た
中
華
趣
味
を
椰
楡

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
に

「
匹
夫
も
天
下
に
名
を
揚
る
妙
決
」
(
巻
三
)
で
は
、
今
時

の
如
き
太
平

の
世
に
は
、
武
勲
に
よ

つ
て
名
を
天
下
に
揚
げ

る
こ
と
は
先
ず
無
理

で
あ
る
か

ら
、
「当
世
に
名
を
揚
ん
と
思
は
ゞ
、
上
手
な
る
役
者
に
な
る
が
よ
し
。
長
崎
よ

り
津
軽
の
は
て
ま
で
、
江
戸

の
海
老
蔵
が
名
を
し
ら
ぬ
も

の
は
な
し
。
殊
に
衣
類

の
模
様
よ
り
髪
の
結

つ
き

詞

の
つ
か

い
よ
ふ
ま
で
、
江
戸
中

の
鏡

と
な
り
て

皆
其
風
を
ま
な
び
、
男
女
顔

色

を
変
じ
て
役
者
の
贔
屓
を

争

ふ
あ
り
さ
ま
、

誠

に
移
風
易
俗
、
聖
人

の
楽
に
ま
さ
り
、
名
を
海
内
に
ひ
ろ
む
る
も

こ
と
わ
り

な
り
。
さ
れ
ば
伊
藤

・
荻
生
の
学
才
も
、
活
た
内
に
は
人
し
ら
ず
、
今
し
ら
れ

て
も
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
の
仲
間
ば
か
り
」
。
日
本
が
誇
る
名
儒
、
仁
斎

・
祖
裸
両
先

生
の
高

い
才
知
学
徳
を
以
て
し
て
も
、
そ
の
風
体
の
み
で
天
下
諸
人
を
靡
か
す

歌
舞
伎
役
者
、
市
川
海
老
蔵
の

「
移
風
易
俗
」
に
は
叶
わ
ぬ
も

の
だ
と
。
明
治

期
に
は
役
者
も
教
導
職
に
加
え
ら
れ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
を
思
え
ば
、
こ
れ
は

強
ち
突
飛
な
発
想
で
も
な
か

つ
た
と

い
う
事
に
な
る
。
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図
版
1

諸
本
の
内
題

(部
分
〉

2.一 心 相伝極秘巻1.一 子相伝極秘巻3.人 間万事教訓書

図
版

2

巻

一
、

7
丁
ウ

ラ
の
修
訂

(部
分
)

修訂前(『 一子』)修 訂後(『 一心』)
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4.笑 戯 自知録

付
記

本
稿
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

(か
わ
ひ
ら

と
し
ふ
み

・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)


